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かくれんぼ 手つなぎ鬼 色鬼 缶けり 影踏み あやとり 馬とび
表６ 学生が小学生時代に好んで楽しんだ遊びBest１０
ないのではないかと考えられる。
さて男女別にみて好まれている遊びは、若干の違いはあるがほぼ同じである
といってもよい。これは遊びに性差がなくなっていることを示していると考え
られる。このことは森田が１９８０年代におこなった伝承遊びに関する全国調査で
明らかにしていることであるが、本調査においても同様の結果となっ
２４）
た。
４ 学生が好んで楽しんだ遊びBest１０とその体験率（好んでよくやった遊び）
表６は学生が最も楽しんだ遊び Best１０を一覧表にしたものである。Best１０を
選ぶ際、回答欄 A の「好んでよくやった遊び」の回答率を基準にした。男女と
も鬼遊び系の遊びが大半を占めていた。先行研究においても鬼遊び系の遊びは
人気で上位にランクされることが多い。本研究でも同様の結果になっ
２）１１）
た。特に
集団遊戯オニ型が上位にあがっていたが、人とりオニ型に比較して、創意工夫
が求められる遊びを好んでおこなったことが伺える。
技遊び系では、男子はヨーヨー、ケン玉および竹馬、女子はあやとりであっ
た。世代間調査の結果においても、これらが上位に入っていることが少なくな
い。今回の調査では、体験率としては決して高い比率ではないが過去から現在
において子どもに好まれる遊びであるということが言えるのではないだろうか。
さて、回答率５０％レベル以上の遊びとして、男子では、ケイドロ、かくれん
ぼ、氷鬼、の３種類があげられる（図７参照）。女子では、氷鬼、ケイドロ、だ
るまさんがころんだ、かくれんぼ、手つなぎ鬼の５種類があげられる（図８参
照）。その中でも、男女の上位で共通するケイドロは男子で６６．４％、女子で６８．０％
と人気の遊びであった。また男女ともほぼ同じ種類の遊びをおこなっているこ
とがわかる。さらに男子よりも女子の方が好んでよくやった遊びの種類および
回答率が多い傾向にあった。
111 〔 14〕子どもの遊びを考える②
図７ 学生が選んだ遊びBEST１０とその回答率（男子）
図８ 学生が選んだ遊びBEST１０とその回答率（女子）
〔 15〕 110比較文化論叢２９
図９ 学生が選んだ遊びの男女比較（ケイドロの場合）
５ 学生が好んで楽しんだ遊びの実施率の男女比較
図９～１５は Best１０のうち、男女で共通する遊びのうち「A：好んでよくやっ
た遊び」の回答率（以下、回答率）の高い６種類について、比較したものであ
る。調査対象人数が大きく異なるので単純には比較はできないが、遊び回答率
の性差を考察してみたい。
図９はケイドロの比較である。ケイドロは「どろけい」、「どろじゅん」、「ど
ろたん」など多くの呼び名がある
１６）
が、「ケイサツ（追手）」と「ドロボウ（逃手）」
の２つのグループに分かれて追いかけ、逃げるという基本的なルールは変わら
ない。すでに明治時代には子どもたちの間で遊ばれていたという記述もみられ
１８）
る。図からわかるように男子と女子の回答率はほぼ同じである。筆者が小学生
の頃は男子が中心の遊びであったと記憶しているが、先行研
２３）
究において男女が
混じって遊んでいる様子が伺えることから性差のない遊びであると言える。そ
して男女とも「体験したことがある」を含めると９０％以上となる人気の遊びの
一つである。
男女ともケイドロを「知らない」、あるいは知っていても「おこなったことは
ない」と答える学生の割合は約８．０％であった。
図１０は氷鬼の比較である。「カチンコ」や「かたまりおに」などの呼び名があ
１６）
る。基本的なルールは、「鬼にタッチされたら、その場にタッチされた時の姿勢
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図１０ 学生が選んだ遊びの男女比較（氷鬼）
でとどまる（凍る）」である。また他の捕まっていない「子」にタッチされると
復活できるというルールもある。時間があまりない時でも、その場ですぐに遊
べるという手軽な遊びである。
図からわかるように圧倒的に女子の回答率（７２．０％）が男子のそれ（４９．６％）
を上回っている。このことから男子も遊ばないわけではないが、どちらかとい
うと女子に好まれている遊びの一つではないかと考えられる。
ちなみに男子において氷鬼を「知らない」、あるいは知っていても「おこなっ
たことはない」と答える学生の割合が約１２．０％であった。
図１１はかくれんぼの比較である。「かくれごと」、「かくれおに」、「隠れ遊び」
などの数多くの呼び名がある。基本的なルールは、子は鬼に見つからないよう
に隠れ、鬼はそれを見つけるという単純なものである。鬼ごっこと同様に、日
本だけでなく世界中の子どもに遊ばれている。日本では、平安中期頃書かれた
「宇津保物語」などに「かくれあそび」という語がみられ、大人たちが遊んだと
いう記録が残ってい
１７）
る。
ちなみに鬼ごっこは江戸時代の文献に「鬼わたし」という名前で記載されて
いる。また「子とろ子とろ」という鬼遊びは１２世紀にはすでに遊ばれていたと
いう記録もあり、かくれんぼと同様にかなり古くからの遊びである。イギリス
でも同様の遊びが「キツネとヒヨコ」という名で１８世紀初頭に大流行したとい
〔 17〕 108比較文化論叢２９
図１１ 学生が選んだ遊びの男女比較（かくれんぼ）
う記事もあ
１６）
る。
男女共ほぼ同数の回答率であり、「体験したことのある遊び」の回答率を加え
るとほぼ１００％の学生が遊んだということが言える。また世代間調査で、どの世
代でも上位に位置づけられており過去から現在に渡って子どもたちに好まれた
ポピュラーな遊びの一つであると言える。
かくれんぼを「知らない」、あるいは知っていても「おこなったことはない」
と答える女子の割合が約０．０％であったのに対し、男子では３．３％と女子に比較
すると高い値であった。
図１２はだるまさんがころんだの比較である。一般的な呼び名として「はじめ
の一歩」が使われることが多い。基本的なルールは、鬼一人と数人の子で遊ぶ。
鬼が定めた数（たいていの場合１０）を数えている間に子が鬼にそっと近づき鬼
にタッチし逃げるというものである。単純かつ手軽な遊びである。ただ鬼が数
を数えている間しか動くことができないので、走りまわりたいと思っている子
どもにはその欲求を満たすことは難しい。しかし相手がいつ振り返るのかを予
想しながら移動するというのはスリルがあり、走り回るという活動とは違った
おもしろさがあるのが特徴である。
図からわかるように男子に比べて女子の回答率が圧倒的に多い（男子：
３３．１％、女子６４．０％）。男子の約２倍の回答率である。上述したように動きのな
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図１２ 学生が選んだ遊びの男女比較（だるまさんがころんだ）
い遊びであることが影響しているとも考えられる。このことから女子に好まれ
ている遊びの一つということが言える。
なお、だるまさんがころんだを「知らない」、あるいは知っていても「おこなっ
たことはない」と答える男子の割合が３．３％であったのに対し、女子では「おこ
なったことがない」学生が４．０％であった。実施者が多い割に実施していない学
生も若干名いることがわかった。
図１３は缶けりの比較である。「カンけりおにごっこ」、「カンおに」、「なまえよ
び」などの呼び名があ
１６）
る。通常鬼１人（参加人数によって２人）と７～８名の
子でおこなう。缶を地面に立て、子は逃げ隠れる。鬼は見つけた子の名前を呼
びながら缶の上に足を置く。名前を呼ばれ缶の上に足を置かれた子は鬼の捕虜
となる。鬼に見つからずに缶をけることができると捕虜は逃げることができる
というのが基本ルールである。かくれんぼに缶を蹴るという「鬼をやっつける」
ミッションが加わることによって面白さが増す遊びである。子どもの遊びを紹
介している書籍には掲載されていることが多い遊びであ
１）３）７）１４）１９）
る。大正１０年以降に男
子の遊びとして登場し、昭和１０年頃には男女で遊ばれるようになっていたとの
ことであ
１５）
る。この遊びも過去から現在まで多くの子どもたちに親しまれた遊び
であると言える。
図からわかるように男女とも同数である。ポピュラーな遊びの割には男子
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図１３ 学生が選んだ遊びの男女比較（缶けり）
４７．９％、女子４１．７％と好んでよくやった学生は少ないように感じられるが、「体
験したことがある」を含めると男女とも９０％を超える回答率であり、やはり現
在においてもポピュラーな遊びであるということが言える。
しかしポピュラーな遊びではあるが、男女とも缶けりを「知らない」、あるい
は知っていても「おこなったことはない」と答える学生の割合が約８．０％と以外
に高い割合であった。
図１４は色鬼の比較である。「いろつきおに」、「いろいろおに」などの呼び名が
ある「鬼ごっこ」の一つであ
１６）
る。鬼は遊び場周辺にある色を指定する。その色
に触っている限り鬼に捕まることはない。子は逃げ、鬼に捕まりそうになった
ら指定された色に触るのである。しかしいつまでも触っていることはできず、
鬼の呪文や数を数えている間にその場から逃げ出さなくてはならないというルー
ルである。
図から男子よりも女子の回答率が高いことがわかる。さらに男子の「体験も、
聞いたこともない遊び」と答えた学生が１１．０％もいることからも女子に好まれ
た遊びであると考えられる。筆者もこの遊びを知ってはいたが遊んだ記憶がな
い。なぜ男子には好まれない遊びであるのかは、今回の調査では明らかにする
ことはできなかった。
色鬼を「知らない」、あるいは知っていても「おこなったことはない」と答え
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図１４ 学生が選んだ遊びの男女比較（色鬼）
図１５ 学生が選んだ遊びの男女比較（馬とび）
る女子の割合が４．０％であったのに対し、男子では１６．９％と女子に比較するとか
なり高い値であった。
Ⅴ まとめ
本研究では、「運動不足、体力低下」が問題視された時代（１９９０年後半から２０００
年前半）に小学生であった本学文化学部スポーツ文化コース学生を対象として、
〔 21〕 104比較文化論叢２９
スポーツを専門として学ぶ学生である彼らがどのような遊びを、どの程度体験
しているかを調査することを目的とした。その結果を以下に箇条書きしまとめ
とする。
１）三間（遊ぶ時間、遊ぶ仲間、遊ぶ空間）がなくなって「遊べない子」、「遊
ばない子」が増えていると言われて久しいが、本学スポーツ文化コース学
生の小学生時代は、三間がない状況ではあるが、その限られた時間、仲間、
空間を最大限に利用して遊びを楽しんでいる姿がイメージできる。
２）小学校時代遊んだ遊びで回答が多かった遊びの種類は鬼遊び系の遊びであ
り、特に「人とりおに型」と「集団遊戯おに型」を好む傾向にあった。
３）好まれた遊びは、男子では「ケイドロ」、「かくれんぼ」、「氷鬼」の３種類
であった。女子のそれは「氷鬼」、「ケイドロ」、「だるまさんがころんだ」、
「かくれんぼ」、「手つなぎ鬼」の５種類であった。このうち最も好まれた遊
び（回答率が高い）は男子で「ケイドロ（６６．４％）」、女子で「氷鬼（７２．０％）」
であった。しかし男女とも同じ種類の遊びも多く、遊びに性差がなくなっ
てきているのではないかと考えられる。
４）よく遊んでいる遊びであっても、「名前は知っているが体験はしていない遊
び」、「体験も聞いたこともない遊び」と回答する学生の割合も多く、今後
人気の遊びから無名の遊びに変わっていくことも予想される。
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